
出
家
・
卒
去
し
た
受
領
の
官
物
弁
済
を
め
ぐ
っ
て

 
 

受
領
の
妻
は
官
物
の
完
済
に
責
任
を
有
す
る
か 

 

増　

渕　
　
　

徹

は
じ
め
に

　

万
寿
二（
一
〇
二
五
）年
、
こ
の
年
に
得
替
を
迎
え
る
三
人
の
受
領
、
上
総
介
藤
原

為
章
・
若
狭
守
藤
原
遠
理
・
淡
路
守
源
信
成
が
公
事
未
済
の
状
態
の
ま
ま
に
出
家

し
た
。『
小
右
記
』
同
年
二
月
二
十
五
日
条
に
は
「
入
㆓

己
官
物
㆒、
不
㆑

済
㆓

公
事
㆒

」

と
あ
る
か
ら
、
官
物
を
自
ら
の
管
理
下
に
置
き
な
が
ら
朝
廷
に
は
納
入
し
な
か
っ

た
わ
け
で
、
彼
ら
自
身
の
収
入
は
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
た
と
見
做
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

本
件
の
処
理
に
際
し
て
は
、
受
領
本
人
た
ち
に
代
わ
る
弁
済
者
と
し
て
「
子

孫
」
や
「
後
家
」
が
言
及
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
受
領
の
任
国
支
配
に
お
け
る
妻
の

役
割
や
責
任
、
あ
る
い
は
夫
が
残
し
た
財
産
の
管
理
や
処
理
面
に
お
け
る
妻
の
権

限
な
ど
を
検
討
す
る
材
料
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
前
者
の
、
受
領
の
任
国
支
配

と
妻
の
責
任
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
本
件
の
経
緯
か
ら
受
領
の
妻
は

貢
納
物
の
完
済
に
夫
と
共
同
の
責
任
を
有
す
る
と
の
理
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
妻
が
当
初
か
ら
弁
済
を
求
め
る
対
象
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
、
本
件
の
経
緯
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
し
て
も
よ
い
側
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
は
『
小
右
記
』
か
ら
関
係
す
る
一
連
の
記
事

を
掲
出
し
、
事
件
の
経
緯
を
追
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

一
　

　

本
件
に
関
す
る
史
料
は
、『
小
右
記
』
に
載
せ
る
以
下
の
Ａ
～
Ｆ
で
あ
る（（
（

。

Ａ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
二
月
二
十
五
日
条

　
　

左
頭
中
将
公
成
伝
㆑

勅
云
、
今
年
得
替
国
司
上
総
介
為
章
・
若
狭
守
遠
理
・

淡
路
守
信
成
等
、
入
㆓

己
官
物
㆒

不
㆑

済
㆓

公
事
㆒

出
家
、
終
無
㆓

其
弁
㆒、
以
㆓

財
物
㆒

可
㆑

令
㆓

弁
進
㆒、
若
無
㆓

其
弁
㆒

可
㆑

令
㆘
㆓

子
孫
㆒

弁
済
㆖

者
、
仰
㆓

左
中
弁
経
頼
㆒

了
、

Ｂ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
二
月
二
十
六
日
条

論
文
タ
イ
ト
ル
２
行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

出家・卒去した受領の官物弁済をめぐって
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昨
日
被
㆓

仰
下
㆒

之
三
人
出
家
吏
宣
旨
事
、
又
ゝ
可
㆑

承
㆑

定
之
由
、
今
朝
示
㆓

-
遣
左
中
弁
㆒、
ゝ
ゝ
云
、
申
㆓

関
白
㆒、
被
㆑

示
云
、
以
㆓

子
孫
㆒

可
㆑

令
㆑

済
事
此
事
如

何
、
内
ゝ
可
㆑

示
㆓

下
官
㆒

者
、
余
答
云
、
昨
日
有
㆘

以
㆓

財
物
㆒

可
㆑

令
㆑

成
宣
旨
㆖、

若
無
㆓

其
弁
㆒

可
㆑

令
㆘
㆓

子
孫
㆒

済
進
㆖

者
、
只
可
㆑

随
㆑

被
㆓

仰
下
㆒、
唯
以
㆓

子
孫
㆒

可
㆑

令
㆓

弁
申
㆒

之
事
尤
可
㆑

然
、
出
家
者
無
㆑

方
㆓

責
仰
㆒、
於
㆑

有
㆓

宅
幷
所
領
処
・
財

物
㆒

可
㆑

令
㆓

弁
申
㆒、
無
㆓

所
領
㆒

者
至
㆓

財
物
隠
置
㆒

者
何
為
、
責
及
㆓

子
孫
㆒

有
㆓

済

進
之
心
㆒

歟
、
入
㆑

己
犯
用
、
其
罪
不
㆑

軽
乎
、
又
留
国
之
事
暗
以
難
㆑

知
、
随
㆓

新
司
申
請
㆒

可
㆑

被
㆓

定
仰
㆒

歟
、
如
㆑

此
之
事
慥
承
可
㆓

宣
下
㆒

也
、
達
㆓

禅
門
㆒

可
㆑

待
㆓

彼
命
㆒

由
同
指
示
了
、
弁
云
、
余
ノ
所
㆑

示
最
理
也
、
以
㆓

関
白
所
㆒㆑

被
㆑

命

初
存
㆓

正
理
㆒、
今
有
㆓

此
案
㆒、
無
㆑

所
㆑

被
㆑

拘
者
弥
無
㆑

所
㆑

済
歟
、
又
関
白
気
色

似
㆑

可
㆑

依
㆓

禅
門
定
㆒

者
、
近
日
事
甚
難
ゝ
ゝ
、
愚
頑
質
弥
可
㆑

迷
、

Ｃ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
二
月
二
十
七
日
条

　
　

経
頼
云
、
関
白
云
、（
中
略
）又
云
、
出
家
吏
幷
後
家
共
可
㆑

弁
由
給
㆓

宣
旨
㆒

尤
可
㆑

宜
、
雖
㆑

不
㆑

指
㆓

子
孫
㆒

在
㆓

後
家
中
㆒、
妻
領
㆓

財
貨
㆒

有
㆘

不
㆑

令
㆑

知
㆓

子
孫
㆒

之
者
㆖、
仍
謂
㆓

後
家
㆒、
妻
子
共
可
㆑

在
㆓

弁
中
㆒

歟
、
是
禅
門
定
者
、
又
云
、
宣
旨

下
了
後
出
家
者
事
也
、
似
㆑

優
㆓

当
時
三
人
㆒

者
、
左
右
可
㆑

随
㆑

定
了
、

Ｄ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
三
月
十
一
日
条

　
　

公
卿
給
・
二
合
・
停
任
等
三
通
下
㆓

-

給
大
外
記
頼
隆
・
左
中
弁
経
頼
㆒、
絹

布
・
米
麁
悪
官
符
、
諸
国
吏
不
㆑

済
㆓

公
事
㆒

出
家
宣
旨
等
有
㆓

可
㆑

入
之
事
等
㆒、

仍
示
㆓

其
由
㆒

返
給
、

Ｅ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
三
月
十
五
日
条

　
　

可
㆑

没
㆓

-

官
不
㆑

済
㆑

事
出
家
諸
国
吏
財
物
㆒

宣
旨
有
㆓

可
㆑

改
之
事
㆒、
聊
注
㆓

短

札
㆒

示
㆓

-

遣
左
中
弁
許
㆒、

Ｆ
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
三
月
十
八
日
条

　
　

不
㆑

済
㆑

事
国
官
出
家
起
請
宣
旨
等
状
令
㆓

改
直
㆒

了
、

　

問
題
は
二
月
二
十
五
日
、
頭
中
将
藤
原
公
成
が
実
資
の
許
に
後
一
条
天
皇
の
勅

を
伝
達
し
て
き
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
勅
の
内
容
は
、
得
替
を
迎
え
た
上
総
介

藤
原
為
章
以
下
の
三
人
が
公
事
未
済
の
ま
ま
出
家
し
、
未
済
分
を
弁
済
し
な
か
っ

た
ゆ
え
に
、
私
財
を
以
て
弁
進
さ
せ
る
こ
と
、
弁
進
せ
ぬ
場
合
は
子
孫
に
弁
済
さ

せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
史
料
Ａ
）。

　

翌
二
十
六
日
、
右
大
臣
藤
原
実
資
は
源
経
頼
に
指
示
し
て
勅
の
内
容
を
関
白
頼

通
に
伝
え
、
そ
の
判
断
を
求
め
た
が
、
頼
通
か
ら
は
「
子
孫
に
弁
済
さ
せ
る
」
点

に
つ
い
て
の
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。
実
資
は
前
日
の
経
緯
を
あ
ら
た
め
て
説
明
し
、

子
孫
に
弁
済
を
求
め
る
こ
と
を
是
と
す
る
自
身
の
判
断
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
道

長
に
も
連
絡
し
、
そ
の
判
断
を
待
っ
て
処
理
す
る
よ
う
経
頼
に
指
示
し
た（
史
料

Ｂ
）。

　

二
十
七
日
、
道
長
の
判
断
も
受
け
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
関
白
頼
通
か
ら
、
出

家
し
た
前
国
司
と
そ
の
後
家
に
弁
済
を
命
じ
る
宣
旨
を
下
す
の
が
適
切
で
あ
る
と

の
指
示
が
伝
え
ら
れ
、
本
件
は
決
着
し
た（
史
料
Ｃ
）。
そ
の
後
、
三
月
中
旬
に
、

一
部
修
正
の
上
、
公
事
未
済
の
ま
ま
出
家
し
た
国
司
の
財
物
を
没
官
す
る
内
容
の

宣
旨
が
下
さ
れ
た（
史
料
Ｄ
～
Ｆ
）。

　

本
件
に
お
い
て
「
後
家
」
が
弁
済
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
領
の

妻
は
夫
と
と
も
に
貢
納
物
の
完
済
に
責
任
を
も
つ
と
し
た
の
は
吉
川
真
司
氏
で
あ

る
（
（
（

。
し
か
し
、「
子
孫
」
に
弁
済
さ
せ
る
こ
と
に
頼
通
が
疑
義
を
呈
し
、
そ
の
後

に
「
後
家
」
に
よ
る
弁
済
が
方
法
と
し
て
提
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
受
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領
が
出
家
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
当
人
の
弁
済
責
任
分
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

当
時
は
明
確
な
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
経
緯

の
中
で
受
領
の
妻
の
共
同
責
任
を
認
定
し
、
一
般
化
す
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
適

切
で
あ
ろ
う
か
。
実
資
や
経
頼
の
主
張
や
そ
の
背
景
を
追
求
し
な
が
ら
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

史
料
Ａ
に
あ
る
よ
う
に
、
本
件
は
出
家
し
た
受
領
の
「
子
孫
」（
文
字
と
お
り

子
・
孫
と
考
え
た
方
が
よ
い
）に
弁
済
さ
せ
よ
と
い
う
後
一
条
の
判
断
に
由
来
し
た
。

関
白
頼
通
に
は
事
前
に
意
見
を
求
め
ず
、
後
一
条
が
独
断
で
出
し
た
も
の
ら
し
い

〔「
以
㆓

子
孫
㆒

可
㆑

令
㆑

済
事
此
事
如
何
、
内
ゝ
可
㆑

示
㆓

下
官
㆒

」〕。
後
一
条
の
判
断

の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
頼
通
が
疑
義
を
呈
し
た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ

の
処
置
が
法
的
規
定
に
従
っ
た
も
の
で
も
、
通
念
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
も

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
実
資
が
後
一
条
の
指
示
を
是
と
し

た
の
は
、
財
物
を
隠
匿
し
て
逃
げ
切
ろ
う
と
す
る
輩
へ
の
予
防
措
置
が
あ
っ
て
も

よ
い
と
す
る
考
え
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
基
底
に
は
「
入
㆑

己
犯
用
、
其

罪
不
㆑

軽
乎
」
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
。
自
ら
の
指
示
で
官
物
を
確
保
し
て
お
き

な
が
ら
、
未
済
分
を
補
填
せ
ず
に
出
家
す
る
行
為
は
、「
犯
用
」
す
な
わ
ち
「
盗

犯
」
に
相
当
す
る
と
の
認
識
で
あ
る
。
で
は
、
前
後
司
交
替
の
際
に
勘
出
さ
れ
、

「
犯
用
」（「
盗
犯
」・「
盗
詐
」
と
も
表
記
さ
れ
る
）と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
通
常
は
ど

の
よ
う
に
処
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
延
喜
交
替
式
』（
79
条
）に
は
「
凡
国
司
史
生
以
上
、
如
有
㆔

一
人
犯
㆓

-

用
官

物
㆒、
余
官
共
填
㆓

-

納
贓
物
㆒、
但
至
㆓

犯
用
之
吏
㆒、
解
㆓

-

却
見
任
㆒、
永
不
㆓

叙
用
㆒、
不

㆑

在
㆓

免
死
逢
赦
之
限
㆒、
其
郡
司
和
許
、
亦
同
㆓

国
司
㆒

」
と
あ
り
、
官
物
犯
用
を
認

定
さ
れ
た
国
司
は
解
任
さ
れ
、
対
象
と
な
っ
た
物
資
は
贓
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
、

同
時
期
に
任
に
あ
っ
た
国
司
が
共
に
填
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。『
政
事
要

略
』
が
引
用
す
る
「
勘
解
由
使
勘
判
抄
」
の
収
載
事
例
で
も
、「
盗
犯
」「
盗
詐
」

と
認
定
さ
れ
た
事
例
は
基
本
的
に
上
記
の
規
定
に
沿
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
名
例
律
以
贓
入
罪
条
に
よ
れ
ば
、
填
納
す
べ
き
物
資（
贓
）は
現
物

が
あ
れ
ば
没
収
し
、
発
覚
時
に
は
消
費
し
て
し
ま
っ
て
い
た
分
も
、
犯
人
が
死
刑

も
し
く
は
配
流
の
場
合
は
免
除
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
別
の
か
た
ち
で
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
は
犯
人
が
不
在
に
な
る
、
例
え
ば
填
納
以
前
に
死

亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

国
司
の
官
物
犯
用
に
対
す
る
規
定
は
、『
貞
観
交
替
式
』
か
ら
『
延
喜
交
替

式
』
に
至
る
過
程
で
変
更
が
あ
っ
た
。『
延
喜
交
替
式
』（
79
条
）に
相
当
す
る
『
貞

観
交
替
式
』
7
条
〔
延
暦
四（
七
八
五
）年
七
月
二
十
四
日
格
〕
は
、「
国
司
如
有
㆓

一
人
犯
用
㆒、
余
官
同
坐
、
並
解
㆓

見
任
㆒、
永
不
㆓

叙
用
㆒、
贓
物
令
㆓

共
填
納
㆒

」（
傍

線
引
用
者
）を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
傍
線
の
部
分
は
貞
観
十
四（
八
七

二
）年
七
月
二
十
九
日
格
で
変
更
さ
れ
、
人
事
上
の
処
分
は
犯
用
し
た
国
司
一
人

に
限
定
さ
れ
、
同
任
の
官
は
欠
失
分（
贓
）の
共
填
の
み
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

犯
人（
犯
用
者
）が
死
亡
し
た
場
合
の
贓
物
回
収
に
つ
い
て
、『
政
事
要
略
』〔
交

替
雑
事
・
禁
断
犯
用
官
物
〕
は
、
名
例
律
以
贓
入
罪
条
を
引
用
し
な
が
ら
、「
於
㆓

彼
身
死
之
輩
㆒、
不
㆑

徴
㆓

費
用
贓
㆒

」
と
し
て
「
若
犯
人
身
死
就
㆓

誰
人
㆒

令
㆓

弁
済
㆒

」

と
の
問
い
を
立
て
、「
費
用
之
輩
死
亡
之
時
、
傍
吏
填
納
、
理
以
無
㆑

疑
」
と
回
答

す
る
問
答
を
設
定
し
て
い
る
。
だ
が
、「
共
填
」
と
は
言
え
守
・
介
以
下
の
国
司

の
等
級
に
応
じ
た
填
納
割
合
が
決
ま
っ
て
い
る
以
上
、
死
亡
し
た
犯
人
分
ま
で
負

担
す
べ
き
と
す
る
判
断
は
実
際
に
は
意
味
を
も
ち
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

出家・卒去した受領の官物弁済をめぐって
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『
要
略
』
の
問
答
は
「
方
今
犯
用
之
人
存
生
之
日
、
余
官
同
坐
、
贓
物
共
填
」

（
傍
線
引
用
者
）と
、『
貞
観
交
替
式
』
規
定
を
前
提
と
す
る
解
説
問
答
で
あ
り
、
貞

観
十
四
年
格
以
降
の
、
ま
し
て
や
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
『
延
喜
交
替
式
』
制
下
の

事
態
に
対
す
る
想
定
問
答
と
し
て
の
有
効
性
を
欠
く
と
言
え
る
。
そ
の
背
景
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
以
上
の
贓
物
の
処
理
を
め
ぐ
る
史
料
や
本
件
の

経
緯
か
ら
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
犯
人
の
死
亡
後
の
贓
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

万
寿
二
年
の
段
階
で
は
明
確
な
基
準
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
と
は
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
当
初
の
問
題
に
戻
ろ
う
。
発
生
し
た
事
態
は
、
三
人
の
受
領
が
填
償
義

務
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
に
出
家
す
る
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
出
家
し
て
し
ま
っ

た
以
上
、
俗
世
と
は
別
の
世
界
の
存
在
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
死
亡
者
と
同

類
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
延
喜
交
替
式
』
79
条
の
「
至
犯
用
之
吏
、
解
㆓

-

却
見
㆒

任
㆒、
永
不
㆓

叙
用
㆒、
不
㆑

在
㆓

免
死
逢
赦
之
限
㆒

」
に
基
づ
く
処
分
は
意
味
を
な
さ
な

い
が
、「
入
己
」
た
物
資
の
処
理
に
つ
い
て
は
「
余
官
共
填
㆓

-
納
贓
物
㆒

」
の
規
定

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
資
は
前
者
の
側
面
を
「
出
家
者
無
㆑

方
㆓

責
仰
㆒

」

と
表
現
し
、
後
者
の
側
面
を
「
於
有
宅
幷
所
領
処
・
財
物
」
以
下
の
部
分
で
論
じ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
出
家
し
た
本
人
に
代
わ
る
填
納
対
象
者
を
「
子

孫
」
と
設
定
し
て
議
論
し
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
名
例
律
や
交
替
式
規
定

で
は
明
確
で
な
か
っ
た
点
を
論
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

実
資
の
判
断
の
根
拠
は
、「
於
㆑

有
㆓

宅
幷
所
領
処
・
財
物
㆒

可
㆑

令
㆓

弁
申
㆒、
無
㆓

所
領
㆒

者
至
㆓

財
物
隠
置
㆒

者
何
為
、
責
及
㆓

子
孫
㆒

有
㆓

済
進
之
心
㆒

歟
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
本
人
に
宅
や
所
領
・
財
物
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
弁
済
さ
せ
ら
れ
る
が
、

所
領（
不
動
産
）の
な
い
者
が
財
物（
動
産
）を
隠
匿
し
て
し
ま
っ
た
ら
手
の
打
ち
よ

う
が
な
い
。
そ
れ
で
も
子
や
孫
に
ま
で
責
任
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
弁

済
し
よ
う
と
す
る
気
を
お
こ
す
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
実
資

の
判
断
を
支
え
る
の
は
、「
入
己
犯
用
、
其
罪
不
軽
乎
」
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
頼
通
の
疑
義
を
是
と
受
け
止
め
た
〔「
以
㆓

関
白
所
㆒㆑

被
㆑

命
初
存
㆓

正

理
㆒

」〕
経
頼
も
、「
無
㆑

所
㆑

被
㆑

拘
者
弥
無
㆑

所
㆑

済
歟
」
と
実
資
の
論
理
を
支
持
し

た
。
経
頼
か
ら
す
れ
ば
、「
子
孫
」
に
弁
済
さ
せ
る
処
理
案
に
疑
義
を
呈
し
た
関

白
頼
通
の
判
断
も
正
し
く
、
ま
た
妥
当
で
あ
る
と
す
る
実
資
の
判
断
も
正
し
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
実
資
の
処
理
案
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
の
で
あ
る
。
中
央
の
財
源
確
保
に
関
わ
る
重
要
案
件
で
あ
る
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
そ
の
根
拠
に
は
「
入
㆑

己
犯
用
、
其
罪
不
㆑

軽
乎
」
の
認
識
が
あ
り
、

そ
の
認
識
に
立
つ
以
上
、「
子
孫
」
に
弁
済
さ
せ
る
方
法
が
当
時
の
貴
族
社
会
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
説
得
力
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

最
終
的
に
は
、
道
長
の
判
断
に
基
づ
き
、「
出
家
吏
幷
後
家
共
可
㆑

弁
由
給
㆓

宣

旨
㆒

尤
可
㆑

宜
」
と
、
出
家
し
た
受
領
と
「
後
家
」
に
弁
済
を
命
じ
る
こ
と
で
決
着

し
た（
史
料
Ｃ
）。「
子
孫
」
と
い
う
語
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
子
孫
は
「
後
家
」

の
包
摂
下
に
あ
る
し
〔「
雖
㆑

不
㆑

指
㆓

子
孫
㆒

在
㆓

後
家
中
㆒

」〕、
妻
の
中
に
は
夫
の

財
産
を
領
し
な
が
ら
も
子
孫
に
は
関
与
さ
せ
な
い
者
も
い
る
〔「
妻
領
㆓

財
貨
㆒

有
㆘

不
㆑

令
㆑

知
㆓

子
孫
㆒

之
者
㆖

」〕
か
ら
で
、「
後
家
」
と
表
現
す
れ
ば
妻
子
が
共
に
弁

済
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
〔「
仍
謂
㆓

後
家
㆒、
妻
子
共
可

㆑

在
㆓

弁
中
㆒

歟
」〕
と
い
う
の
が
道
長
の
論
理
で
あ
る
。

　

こ
の
論
理
の
背
景
に
、「
後
家
」
と
い
う
地
位
に
あ
る
妻
が
、
夫
の
死
後
に
そ

の
財
産
の
管
理
・
処
分
に
最
も
主
体
的
に
関
わ
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
貴
族
の
家

の
実
態
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
は
服
藤
早
苗
氏
で（（
（

、
そ
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
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も
の
で
あ
る
。
亡
夫
の
遺
財
の
管
理
・
処
分
の
実
質
的
な
権
利
が
「
後
家
」
に
あ

る
実
態
を
踏
ま
え
、
弁
済（
填
納
）措
置
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
が
道

長
の
判
断
で
あ
ろ
う（（
（

。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
公
事
未
済
の
ま
ま
に
出
家
し
た
受
領
の
未
済
分
の

弁
済
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
は
「
贓
」
の
処
理
、
則
ち
「
犯
用
」（
盗
犯
）に
関
わ

る
処
分
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
後
家
」
も
そ
の
文

脈
の
中
で
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
子
孫
」
も
「
後
家
」
も
、
官
物
の

完
済
に
直
接
に
関
係
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
妻
の
財
貨
領
有

を
問
題
に
し
た
の
は
、
国
司
の
財
産
で
こ
そ
弁
済
す
べ
き
だ
と
の
見
解
で
あ
っ

た
」
と
す
る
服
藤
氏
の
理
解
は
妥
当
で
あ
り
、
受
領
の
妻
の
責
任
を
問
題
に
し
た

処
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

二
　

　

同
様
の
問
題
は
、
服
藤
氏
が
受
領
の
家
の
家
族
形
態
や
妻
の
家
族
内
に
お
け
る

位
置
づ
け
の
対
象
に
し
た
源
経
相
の
没
後
の
問
題
処
理
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。

経
相
は
三
河
守
在
任
中
の
長
暦
三（
一
〇
三
九
）年
十
月
七
日
に
没
し
た
が
、
そ
の

遺
財
処
理
の
最
中
に
三
河
国
か
ら
の
未
納
分
の
弁
済
の
問
題
が
出
来
し
た
。

　

『
春
記
』
十
月
十
五
二
条
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
蔵
人
が
関
白
頼
通
に
伝
達
し
た

内
裏
の
意
向
は
、
弁
済
な
き
ま
ま
に
守
経
相
が
死
去
し
た
以
上
、
後
家
か
ら
弁
済

さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
の
提
案
で
あ
っ
た
が
〔「
女
房
夏
等
第
絹
三
河
国
可
㆓

弁

済
㆒

也
、
而
無
㆓

其
弁
㆒、
国
宰
卒
去
、
至
㆓

于
今
㆒

者
可
㆑

責
㆓

後
家
㆒

歟
如
何
」〕、
頼

通
の
回
答
は
こ
の
処
理
案
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
経
相
の
子
供
二
人
が
多

量
の
絹
を
盗
取
し
た
状
態
に
あ
り
、
急
い
で
後
家
か
ら
徴
納
さ
せ
る
必
要
は
な
い
、

と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
〔「
後
家
妻
也
、
専
不
㆑

可
㆑

有
㆓

其
責
㆒、
其
子
供
二
人
候

云
々
、
盗
㆓

-

取
多
絹
㆒

者
也
、
早
付
㆑

使
不
㆑

可
㆓

責
取
㆒

者
也
」〕。
経
相
の
娘
婿
の
源

資
房
は
、
後
家
が
自
分
に
都
合
が
よ
い
よ
う
に
情
報
を
頼
通
に
吹
き
込
ん
だ
結
果

で
あ
り
、
事
実
無
根
で
あ
る
と
憤
慨
し
て
い
る
。

　

資
房
に
よ
れ
ば
、
官
物
を
確
保
し
て
お
き
な
が
ら
公
事
未
済
の
ま
ま
に
出
家
し

た
場
合
で
も
、
当
人
か
ら
は
填
納
さ
せ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
〔「
抑
不
㆑

済
㆓

公
事
㆒、
擁
㆓

-

抱
其
物
㆒

出
家
、
其
身
已
存
之
輩
、
公
家
無
㆑

被
㆔

責
㆓

-

取
其
物
㆒、
近
則

庶
政
幷
為
頼
等
也
」〕。
近
時
の
例
と
し
て
挙
げ
た
二
人
の
受
領
の
う
ち
、
藤
原
庶

政
は
長
元
五（
一
〇
三
二
）年
に
「
前
美
濃
守
」
で
出
家
し
て
お
り（（
（

、
こ
の
時
の
例

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
為
頼（
藤
原
為
頼
）も
長
元
年
間
に
下
総
守
を
務
め
て
お
り（（
（

、

出
家
し
た
と
す
れ
ば
同
五
・
六
年
頃
で
あ
ろ
う
。

　

資
房
の
言
か
ら
推
察
す
る
に
、
出
家
し
た
受
領
本
人
と
後
家
に
填
納
を
指
示
し

た
万
寿
二
年
の
決
定
は
、
少
な
く
と
も
出
家
者
本
人
に
対
し
て
は
履
行
さ
れ
ず
、

先
例
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寧
ろ
万
寿
二
年
に
後
家
を
填
納
対
象

者
に
含
め
た
こ
と
が
先
例
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
長
暦
三
年
の
経
相
の
件
に
際
し
て

後
一
条
近
辺
か
ら
同
様
の
処
理
案
が
提
案
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う

か
（
（
（

。

　

頼
通
の
指
示
に
対
し
て
資
房
が
憤
慨
し
た
理
由
は
、
経
相
の
死
没
が
「
不
㆑

済
㆓

公
事
㆒、
擁
㆓

-

抱
其
物
㆒

出
家
」
と
同
様
に
、
則
ち
「
犯
用
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
を
前
提
に
し
て
、
先
ず
は
亡
夫
の
財
産
を
実
質
的
に
管

理
す
る
後
家
に
填
納
を
命
ず
る
指
示
が
打
診
さ
れ
、
次
い
で
後
家
の
許
に
あ
る
は

ず
の
物
資
を
盗
み
取
っ
た
と
の
情
報
を
得
て
い
た
頼
通
は
、
後
家
に
代
え
て
子
に

出家・卒去した受領の官物弁済をめぐって
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填
納
を
命
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
資
房
は
、
経
相
は
三
箇
年
分

の
税
物
を
完
済
す
る
な
ど
実
直
に
納
入
義
務
を
果
た
し
て
お
り
、
四
年
目
は
病
気

で
任
国
に
下
向
で
き
ず
、「
不
㆑

知
㆓

今
年
官
物
㆒

」
る
ま
ま
に
死
去
す
る
事
態
を
迎

え
た
の
で
あ
っ
て
、「
不
㆑

済
㆓

公
事
㆒、
擁
㆓

-

抱
其
物
㆒

」
す
る
「
犯
用
」
に
は
当
た

ら
ず
、
未
済
分
の
填
納
を
命
じ
る
措
置
は
不
当
で
あ
る
と
頼
通
の
措
置
を
批
判
し

た
の
で
あ
っ
た
〔「
故
守
漸
済
㆓

三
箇
年
事
㆒、
今
年
春
上
道
、
依
㆑

病
不
㆓

下
向
㆒、
不

㆑

知
㆓

今
年
官
物
㆒、
其
身
卒
去
、
今
公
家
被
㆑

責
㆓

其
子
族
㆒

之
事
、
太
無
㆓

其
謂
㆒

歟
」〕。

　

以
上
の
資
房
の
主
張
に
は
、「
犯
用
」
に
該
当
し
な
け
れ
ば
填
納
義
務
は
生
じ

な
い
と
す
る
理
解
が
基
盤
に
あ
る
。
し
か
も
「
入
㆑

己
」
や
「
擁
㆓

-

抱
其
物
㆒

」
と

い
う
「
犯
用
」
を
認
定
す
る
要
件
は
、
京
の
私
邸
や
納
所
に
官
物
を
運
送
・
収
納

す
る
行
為
を
前
提
に
判
断
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
資
房
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
納

入
す
べ
き
官
物
が
京
に
運
送
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
国
衙
の
管

理
下
の
物
資
と
し
て
あ
る
は
ず
で
、
新
任
の
受
領
に
よ
る
確
認
後
に
改
め
て
処
理

を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る（（
（

。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
も
、「
犯
用
」
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
初
め
て
受
領
本
人
の
財
産
で
、
本
人
死
亡
や
出
家
の
場
合
は
実
質
的
な

管
理
者（
多
く
は
後
家
）の
許
に
あ
る
遺
財
か
ら
填
納
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
く

ま
で
受
領
個
人
の
責
任
を
問
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
妻
に
未
納
分
の
填
納
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
り
、

填
納
を
求
め
て
妻
の
邸
宅
や
そ
の
倉
を
封
ず
る
よ
う
に
見
え
る
行
為
も
、
そ
う
単

純
に
み
て
よ
い
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
長
和
四（
一
〇
一
五
）

年
七
月
二
十
三
日
、
加
賀
守
源
政
職
が
禎
子
内
親
王
宮
の
封
物
を
弁
済
し
な
か
っ

た
た
め
、
政
職
の
妾
妻
で
あ
る
掌
侍
少
将
宅
を
封
ず
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た（（1
（

。

当
時
政
職
は
存
命
し
て
お
り
、
出
家
や
死
没
と
は
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、

し
か
し
本
稿
で
見
た
実
資
や
道
長
・
頼
通
・
資
房
ら
の
論
理
を
考
え
た
場
合
、
妾

宅
と
は
言
え
そ
こ
で
管
理
さ
れ
て
い
た
財
物
は
夫
政
職
の
も
の
で
あ
り
、
貢
納
に

責
任
を
有
す
る
受
領
の
私
物
を
以
て
弁
済
さ
せ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
策
で
あ
っ

た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
妻
は
夫
た
る
受
領
の
貢
納
責
任
を
分
担
す
る
存
在

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
夫
が
公
事
未
済
の
ま
ま
に
死
没
ま
た
は
出
家
し
、
未
済
が

「
犯
用
」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
、
妻
が
管
理
す
る
遺
財
か
ら
填
納
を
要
求
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
共
同
責
任
者
と
い
う
よ
り
は
、
遺
財
の
管
理
・
処
分
権
の
行
使

者
と
し
て
、
指
示
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
妻
」
で
は
な
く

「
後
家
」
と
表
現
さ
れ
る
の
も
、
単
に
妻
と
い
う
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
夫
た
る
受
領
の
財
産
の
管
理
者
た
る
立
場
を
も
つ
唯
一
の
妻
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
議
論
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

摂
関
期
に
お
い
て
、
受
領
が
妻
を
同
道
し
て
任
国
に
下
向
す
る
例
は
少
な
く
な

い
。
そ
の
背
景
に
は
、
吉
川
氏
が
評
し
た
よ
う
に
、「（
受
領
と
し
て
の
）職
務
の
遂

行
に
妻
の
助
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
」
実
態
が
あ
る
。
ま
た
服
藤
氏
は
、
受
領
の

妻
が
家
政
全
般
を
管
理
す
る
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
夫
の
職
務
遂
行
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
評
価
し
た
。
こ
う
し
た
受
領
の
妻
に
対
す
る
総

体
的
評
価
は
妥
当
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
彼
女
た
ち
は
、
夫
た
る
受
領
の
職
務
の
処
理
に
直
接
か
か
わ
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
職
務
に
対
す
る
助
力
と
は
言
っ
て
も
、
史
料
上
に
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現
れ
る
彼
女
た
ち
の
存
在
や
行
為
の
個
々
の
記
事
が
、
職
務
や
案
件
の
処
理
全
体

の
文
脈
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
は
、
慎
重
に
み
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
職
務
の
結
果
に
対
す
る
関
わ
り
方
に
も
制
約

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
受
領
の
後
家
に
未
納
分
の

填
納
を
命
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
貢
納
物
完
済
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
受
領
本
人
で
あ
っ
て
、
妻（
後
家
）の
責
任
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　

『
赤
染
衛
門
集
』
に
載
せ
る
、
赤
染
衛
門
の
尾
張
国
の
「
ま
す
だ
の
や
し
ろ
」

に
お
け
る
和
歌
奉
納
の
話
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
尾
張
守
大

江
匡
衡
と
衝
突
し
た
国
人
た
ち
が
耕
作
放
棄
の
態
度
を
と
っ
た
際
に
、
妻
の
赤
染

衛
門
が
「
ま
す
だ
の
み
や
し
ろ
」
に
参
詣
し
て
和
歌
を
奉
納
し
た
と
こ
ろ
、
国
人

の
抵
抗
が
止
み
、
耕
作
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
記
事
で
あ
り
、
こ
こ

か
ら
夫
と
共
に
妻
が
国
内
の
重
要
な
儀
式
に
参
加
す
る
役
割
を
も
っ
た
と
す
る
理

解
も
あ
る
。

　

し
か
し
現
地
に
赴
任
し
た
受
領
に
と
っ
て
、
在
地
の
有
力
者
と
の
官
物
賦
課
原

則
の
合
意
形
成
〔
利
田
請
文
の
提
出
と
受
理
〕
が
重
要
で
あ
り
、
成
立
し
た
合
意

を
神
の
前
で
誓
約
す
る
行
為
が
安
定
的
に
任
国
支
配
を
開
始
す
る
前
提
条
件
と

な
っ
た
こ
と
は
、
近
年
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
森
公
章
氏
が
解
説
し
て

お
り（（1
（

、
磐
下
徹
氏
も
受
領
と
国
内
有
力
者
〔
尾
張
国
解
文
が
い
う
「
郡
司
・
百
姓

等
」〕
と
の
官
物
賦
課
を
め
ぐ
る
交
渉
を
前
提
に
、
成
立
し
た
合
意
を
「
ま
す
だ

の
神
」
に
誓
約
す
る
際
に
赤
染
衛
門
が
和
歌
を
詠
み
奉
納
し
た
と
、
情
況
を
復
元

的
に
把
握
し
て
い
る（（1
（

。
筆
者
は
磐
下
氏
の
理
解
を
妥
当
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
赤
染
衛
門
の
行
動
が
結
果
と
し
て
夫
匡
衡
へ
の
援

助
に
な
っ
た
と
は
推
測
で
き
る
も
の
の
、
彼
女
自
身
の
判
断
に
基
づ
く
行
動
で

あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
『
赤
染
衛
門
集
』

の
記
述
は
彼
女
自
身
の
活
動
や
感
性
を
記
す
こ
と
に
主
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
故
に

夫
た
る
受
領
に
起
こ
っ
た
現
象
を
形
式
的
に
記
し
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
現
象
の

由
来（
文
脈
）や
、
そ
れ
に
対
す
る
夫
の
行
為
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
点
で
偏
っ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

注（
1
）	

記
事
を
掲
出
す
る
『
小
右
記
』
は
大
日
本
古
記
録
を
用
い
、
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｆ
の
記
事

の
一
部
の
文
字
は
そ
の
校
訂
の
指
摘
に
従
っ
て
表
記
し
た
。

（
2
）	

吉
川
真
司
「
受
領
の
妻
」『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年

（
3
）	

拙
稿
「『
政
事
要
略
』
所
引
「
勘
解
由
使
勘
判
抄
」
詳
解
」『
史
学
論
叢
』
第
11
号
、

一
九
八
五
年

（
4
）	

服
藤
早
苗
「
摂
関
期
に
お
け
る
受
領
の
家
と
家
族
形
態
―
三
河
守
源
経
相
の
場
合

―
」『
家
成
立
史
の
研
究
―
祖
先
祭
祀
・
女
・
子
ど
も
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年

（
5
）	

実
資
が
記
し
た
、
こ
の
措
置
は
出
家
し
た
三
人
の
受
領
を
優
遇
す
る
よ
う
な
も
の

だ
と
す
る
経
頼
の
言
か
ら
す
れ
ば（「
又
云
、
宣
旨
下
了
後
出
家
者
事
也
、
似
優
当
時

三
人
者
」）、
実
態
と
し
て
は
後
家
の
管
理
分
か
ら
填
納
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
。

（
6
）	

庶
政
の
出
家
に
つ
い
て
は
、『
小
右
記
』（
小
記
目
録
第
十
六
・
出
家
事
）に
「
長

元
五
年
八
月
廿
六
日　

前
美
濃
守
庶
政
出
家
事
」
と
あ
る
。『
小
右
記
』
に
は
ほ
か

に
万
寿
四
年
十
一
月
二
十
六
日
条
に
「
新
美
濃
守
」、
長
元
二
年
九
月
二
十
九
日
条

に
も
「
美
濃
守
」
と
見
え
る
。

（
7
）	
『
小
右
記
』
長
元
四
年
三
月
一
日
条

（
8
）	
『
小
右
記
』（
小
記
目
録
第
十
六
・
出
家
事
）に
は
、
公
事
未
済
の
受
領
の
出
家
例

の
記
録
と
し
て
は
、
万
寿
二
年
の
三
人
と
長
暦
三
年
の
庶
政
の
二
例
し
か
見
え
な
い
。

こ
こ
か
ら
す
る
と
、
か
か
る
事
例
は
頻
繁
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
外
的
な
事

態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

出家・卒去した受領の官物弁済をめぐって
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（
9
）	

受
領
の
交
替
に
際
し
て
は
、
京
へ
の
納
入
物
の
勘
済
状
況
の
だ
け
で
な
く
、
国
衙

管
理
下
の
物
資
・
施
設（「
留
国
官
物
」）の
状
態
の
確
認
も
行
わ
れ
て
お
り
、
両
者
の

報
告
内
容
を
併
せ
て
受
領
の
功
過
が
判
断
さ
れ
た
。
万
寿
二
年
の
際
に
実
資
が
「
留

国
官
物
」
に
関
す
る
新
司
の
報
告
を
待
っ
て
処
理
す
る
の
が
筋
だ
と
主
張
し
た
の
は

（「
留
国
之
事
暗
以
難
㆑

知
、
随
二

新
司
申
請
一

可
㆑

被
二

定
仰
一

歟
、
如
㆑

此
之
事
慥
承
可
二

宣
下
一

也
」）、
こ
れ
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）	

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
七
月
二
十
三
日
条

（
11
）	

森
公
章
『
日
記
で
読
む
日
本
史
11　

平
安
時
代
の
国
司
の
赴
任
―
『
時
範
記
』
を

よ
む
―
』　

臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年

（
12
）	

磐
下
徹
「
国
司
苛
政
上
訴
と
受
領
の
任
国
支
配
―
受
領
初
任
時
対
応
の
形
成
過
程

―
」『
日
本
歴
史
』
九
〇
二
、
二
〇
二
三
年
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